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１

ペ
ー
ジ

秋
田
県
告
示
第
四
百
八
号

森
林
病
害
虫
等
防
除
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
松
く
い
虫
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
同
法
第
三

秋
田
県
告
示
第
四
百
七
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
施

告
　
示

◯
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定
（
四
〇
六
・
福
祉
政
策
課
）
…
１

条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
命
令
を
す
る
の
で
、
同
法
第
五
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表

す
る
。

術
を
担
当
さ
せ
る
施
術
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五

条
の
二
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
八
日

◯
生
活
保
護
法
に
よ
る
施
術
者
の
指
定
（
四
〇
七
・
福
祉
政
策
課
）
…
…
１

◯
松
く
い
虫
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
命
令
（
四
〇
八
・
森
林
整

備
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
四
〇
九
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

公
　
告

◯
秋
田
県
共
同
利
用
型
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務
に
つ
い
て
の
企

画
提
案
書
の
提
出
（
情
報
企
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
の
届
出
（
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林

部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
山
本
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
３

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
の
届
出
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
３

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
３

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
工
事
の
完
了
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
３

平
成
十
八
年
四
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
区
域
及
び
期
間

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
由
利
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
４

監
査
委
員
公
告

◯
監
査
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
の
公
表
（
八
）
…
…
…
…
…
…
…
…
４

秋
田
県
告
示
第
四
百
六
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り

指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
五
条
の
二
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示

す
る
。平

成
十
八
年
四
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

告
　
　
　
　
　
　
示

高
橋
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

し
ん
ど
う
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

わ
か
み
ハ
ー
ト
薬
局

池
田
薬
局
　
中
央
店

湯
沢
市
千
石
町
二
丁
目
一
―
七

由
利
本
荘
市
砂
子
下
七
―
三

男
鹿
市
払
戸
字
渡
部
百
四
番
地
一

由
利
本
荘
市
岩
渕
下
百
八
―
二

内
科
、
胃
腸
科

歯
科
、
小
児
歯
科
、
歯
科
口

腔
外
科

調
剤
薬
局

調
剤
薬
局

平
成
十
八
年
一
月
二
十
日

平
成
十
八
年
三
月
十
六
日

平
成
十
八
年
三
月
一
日

平
成
十
八
年
三
月
一
日

医
療
法
人
　
高
橋
内
科
医
院
　
理
事
長

進
　
藤
　
健
　
太

有
限
会
社
　
ア
リ
エ
ル
　
取
締
役

池
田
薬
品
商
事
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役

名
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
　
　
在
　
　
　
　
　
　
地

診
　
療
　
科
　
名

指
定
年
月
日

開
設
者
氏
名
又
は
名
称

佐
　
藤
　
利
　
彦

横
手
市
黒
川
字
福
島
六
十
八
―
一

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

平
成
十
八
年
三
月
三
日

佐
藤
治
療
院

氏
　
　
　
　
　
名

施
　
術
　
所
　
の
　
所
　
在
　
地

業
務
の
種
類

指
定
年
月
日

施
術
所
の
名
称
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
課

（二）

期
間
　
平
成
十
八
年
四
月
十
八
日
か
ら
同
年
五
月
一
日
ま
で

秋
田
県
共
同
利
用
型
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務
に
つ
い
て
企
画
提
案

書
の
提
出
を
求
め
る
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
企
画
提
案
書
の
提
出
を
求
め
る
事
項

（一）

企
画
提
案
書
の
提
出
を
求
め
る
業
務
（
以
下
「
公
告
業
務
」
と
い
う
。
）

の
名
称

秋
田
県
共
同
利
用
型
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務

（二）

公
告
業
務
の
内
容

県
及
び
県
内
の
市
町
村
に
係
る
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
等
に
関

し
電
子
情
報
処
理
組
織
（
県
及
び
県
内
の
市
町
村
の
使
用
に
係
る
電
子

計
算
機
と
申
請
等
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通

信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
）
を
使
用
す
る
方

法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
秋
田
県
共
同
利
用

型
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
提
供
す

る
。

（三）

履
行
場
所

（一）

区
域
　
秋
田
市
、
能
代
市
、
横
手
市
、
大
館
市
、
男
鹿
市
、
湯
沢
市
、

由
利
本
荘
市
、
潟
上
市
、
大
仙
市
、
北
秋
田
市
、
に
か
ほ
市
、
仙
北
市
、

山
本
郡
藤
里
町
、
三
種
町
及
び
八
峰
町
、
南
秋
田
郡
五
城
目
町
、
八
郎

潟
町
、
井
川
町
及
び
大
潟
村
、
仙
北
郡
美
郷
町
並
び
に
雄
勝
郡
羽
後
町

及
び
東
成
瀬
村

（二）

期
間
　
平
成
十
八
年
五
月
十
日
か
ら
平
成
十
九
年
五
月
九
日
ま
で

二
　
森
林
病
害
虫
等
の
種
類

松
く
い
虫

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号
　
秋
田
県
庁

（四）

履
行
期
限

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
（
土
）

二
　
企
画
提
案
書
を
提
出
す
る
者
に
必
要
な
資
格

企
画
提
案
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
以
外

の
者
で
、
企
画
提
案
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
必
要
な
資
格

（
以
下
「
提
出
資
格
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
と
知
事
に
認
定
さ
れ
た
も

の
と
す
る
。

（一）

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十

七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
者

（二）

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
で
そ
の
事
実
が
あ
っ
た
後
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も

の
（
そ
の
者
を
代
理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の
使
用
人
と
し
て
使
用
す
る

者
を
含
む
。
）

（三）

提
出
資
格
の
認
定
の
日
に
お
い
て
、
現
に
県
の
指
名
停
止
措
置
を
受

け
て
い
る
者

三
　
提
出
資
格
の
認
定
の
手
続

（一）

提
出
資
格
の
認
定
の
申
請

企
画
提
案
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
よ
り
知
事
に
申
請

し
、
提
出
資
格
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（１）

提
出
書
類
及
び
提
出
部
数

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
提
出
資
格
認
定
申
請
書
（
以
下

「
申
請
書
」
と
い
う
。
）

二
部

三
　
行
う
べ
き
措
置
の
内
容

松
く
い
虫
が
付
着
し
て
い
る
伐
採
木
等
は
、
松
く
い
虫
を
駆
除
し
た
後

で
な
け
れ
ば
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
被

害
対
策
と
し
て
特
別
伐
倒
駆
除
を
行
う
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四
　
命
令
を
し
よ
う
と
す
る
理
由

一
（一）
に
掲
げ
る
区
域
の
松
林
に
お
い
て
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
お
り
、
三
に
掲
げ
る
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害

が
拡
大
し
、
当
該
区
域
及
び
そ
の
周
辺
の
松
林
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る

ア
　
住
所
又
は
所
在
地
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
そ
の
他
の
団
体

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名
並
び
に
電
話
番
号

イ
　
申
請
の
日
に
お
け
る
職
員
数
及
び
専
門
分
野
別
技
術
職
員
の
資

格
等

ウ
　
申
請
の
日
ま
で
に
履
行
し
た
公
告
業
務
と
同
程
度
の
同
種
又
は

類
似
の
業
務
の
履
行
内
容

エ
　
公
告
業
務
の
履
行
体
制
（
担
当
者
の
職
、
資
格
、
経
験
等
）

（２）

提
出
方
法

持
参
し
、
又
は
郵
送
す
る
こ
と
。

（３）

提
出
期
間

平
成
十
八
年
四
月
十
八
日
（
火
）
か
ら
同
月
二
十
五
日
（
火
）
ま

で
（
日
曜
日
及
び
土
曜
日
を
除
く
。
）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
十
五
分
ま
で
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
簡
易
書
留
郵
便
に
よ

る
こ
と
と
し
、
同
日
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
必
着
）
と
す
る
。

な
お
、
提
出
後
に
お
け
る
申
請
書
の
追
加
及
び
変
更
は
、
認
め
な

い
。

（４）

提
出
場
所

郵
便
番
号
〇
一
〇
―
八
五
七
二
　
秋
田
市
山
王
三
丁
目
一
番
一
号

秋
田
県
学
術
国
際
部
情
報
企
画
課

電
話
〇
一
八
―
八
六
〇
―
四
二
七
二

（二）

提
出
資
格
の
認
定
の
時
期

認
定
は
、
平
成
十
八
年
四
月
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
に
行
う
。

（三）

提
出
資
格
の
認
定
の
結
果
の
通
知

お
そ
れ
が
あ
る
た
め

秋
田
県
告
示
第
四
百
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

百
五
号

百
五
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

二
三
・
〇
〇
〜
二
七
二
・
〇
〇

二
三
・
〇
〇
〜
二
七
二
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

六
・
八
九
四

六
・
八
九
四

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

大
仙
市
内
小
友
字
中
伊
岡
三
〇
九
番
四
か
ら
和
合
字
田
中
一
七
一
番
ま
で

〃

公
　
　
　
　
　
　
告
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提
出
資
格
の
認
定
の
結
果
は
、
書
面
に
よ
り
申
請
者
に
通
知
す
る
。

（四）

提
出
資
格
の
認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
者
に
対
す
る
理
由
の
説
明

（１）

提
出
資
格
の
認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
者
は
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
知
事
に
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

説
明
を
求
め
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
十
八
年
五
月
十
日
（
水
）
ま

で
に
、
説
明
を
求
め
る
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
（一）
（４）
の
場
所
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（２）

説
明
を
求
め
た
者
に
対
し
て
は
、
（１）
の
書
面
の
提
出
が
あ
っ
た
日

か
ら
七
日
以
内
に
書
面
に
よ
り
回
答
す
る
。

四
　
企
画
提
案
書
の
提
出
手
続

（一）

提
出
書
類

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
企
画
提
案
書
（
Ａ
四
判
横
長
用
紙
、

横
書
き
、
左
と
じ
）
十
部

（１）

提
案
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

（２）

サ
ー
ビ
ス
の
機
能

（３）

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
管
理
の
方
法

（４）

サ
ー
ビ
ス
の
品
質
保
証
水
準

（５）

経
費
の
額
及
び
そ
の
内
訳

（二）

提
出
方
法

持
参
し
、
又
は
郵
送
す
る
こ
と
。

（三）

提
出
期
間

提
出
資
格
の
認
定
の
日
か
ら
平
成
十
八
年
五
月
二
十
九
日
（
月
）
ま

で
（
秋
田
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
秋
田
県
条
例
第
二
十

九
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
。
）
の
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
簡
易

書
留
郵
便
に
よ
る
こ
と
と
し
、
同
日
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
必
着
）
と

す
る
。

な
お
、
提
出
後
に
お
け
る
企
画
提
案
書
の
追
加
及
び
変
更
は
、
認
め

な
い
。

（四）

提
出
場
所

三
（一）
（４）
に
同
じ
。

五
　
最
優
秀
提
案
者
の
選
定
等

（一）

選
定
に
関
し
審
査
す
る
事
項

企
画
提
案
書
を
提
出
し
た
者
（
以
下
「
提
案
者
」
と
い
う
。
）
の
う

ち
最
も
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
選
定
す
る
際
に

審
査
す
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（１）

公
告
業
務
に
関
す
る
説
明
書
の
理
解
度
並
び
に
企
画
提
案
書
の
内

容
の
的
確
性
、
創
造
性
及
び
実
現
性

（２）

公
告
業
務
の
実
施
設
計
及
び
実
施
方
法
の
妥
当
性

（３）

公
告
業
務
を
履
行
す
る
能
力

（４）

公
告
業
務
と
同
程
度
の
同
種
又
は
類
似
の
業
務
に
係
る
実
績

（５）

公
告
業
務
の
履
行
に
係
る
経
費
の
額

（二）

選
定
方
法

次
に
よ
り
、
第
一
段
階
及
び
第
二
段
階
の
選
定
を
行
う
。
た
だ
し
、

提
案
者
が
少
数
で
あ
る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
第
一
段
階
の
選
定
を
行

わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

（１）

第
一
段
階

提
出
さ
れ
た
企
画
提
案
書
を
審
査
し
、
優
秀
な
も
の
を
五
件
程
度

選
定
す
る
。

（２）

第
二
段
階

第
一
段
階
で
選
定
さ
れ
た
企
画
提
案
書
を
対
象
と
し
て
審
査
を
行

い
、
最
も
優
れ
た
提
案
を
行
っ
た
提
案
者
を
決
定
す
る
。

（三）

選
定
の
時
期

選
定
は
、
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
（
金
）
ま
で
に
行
う
。

（四）

選
定
の
結
果
の
通
知

選
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
よ
り
速
や
か
に
通
知
す
る
。

六
　
公
告
業
務
に
関
す
る
説
明
書
の
交
付
期
間
及
び
交
付
場
所

三
（一）
（３）
及
び
三
（一）
（４）
に
同
じ
。

七
　
そ
の
他

（一）

こ
の
公
告
に
係
る
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

（二）

提
出
さ
れ
た
企
画
提
案
書
は
、
返
却
し
な
い
。

（三）

企
画
提
案
書
の
提
出
に
係
る
一
切
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
提
案
者
の

負
担
と
す
る
。

（四）

最
優
秀
提
案
者
の
選
定
に
当
た
り
、
提
案
者
に
対
し
て
、
企
画
提
案

書
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

（五）

詳
細
は
、
公
告
業
務
に
関
す
る
説
明
書
に
よ
る
。

（六）

問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
学
術
国
際
部
情
報
企
画
課

電
話
〇
一
八
―
八
六
〇
―
四
二
七
二

八
　
概
要

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
大
館
市
花
矢
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退

任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

大
館
市
釈
迦
内
字
長
面
袋
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
広
　
基

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
三
種
町
鵜
川
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更

に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年
四
月
三
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
新
城
川
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
就
任
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

潟
上
市
天
王
字
羽
立
六
百
二
十
の
二
番
地
　
　
　
　
　
　
安
　
田
　
堅
　
悦

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告

す
る
。平

成
十
八
年
四
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
潟
上
市
天
王
土
地
改
良
区

認
可
年
月
日
　
平
成
十
八
年
四
月
十
日

二
　
男
鹿
市
若
美
土
地
改
良
区

認
可
年
月
日
　
平
成
十
八
年
四
月
十
日

次
の
県
営
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
、
そ
の
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た

の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条

の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
八
年
四
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
仙
北
北
部
第
二
地
区
広
域
営
農
団
地
農
道
整
備

事
業
）

Sum
m
ary

（
１
）
Subject

m
atter

Proposals
for

the
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of
an
electronic

application
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（
２
）
D
eadline

for
the

subm
ission

of
proposals

５
:1
5

P.M
.
2
9
M
ay，
2
0
0
6

（
３
）
C
ontact

inform
ation

Inform
ation

Planning
D
ivision，

D
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ent
of
A
cadem
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International
A
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A
kita

Prefectural
G
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ent
３
-１
-１
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A
kita

C
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A
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0
1
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8
5
7
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Japan，

TEL
0
1
8-8
6
0-4
2
7
2



平成18年 4月18日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1769号

４

完
了
年
月
日
　
平
成
十
七
年
十
一
月
八
日

二
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
片
田
駒
込
地
区
た
め
池
等
整
備
事
業
）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

三
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
乃
木
地
区
た
め
池
等
整
備
事
業
）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
八
日

四
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
昭
和
地
区
地
域
用
水
環
境
整
備
事
業
）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
日

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告

す
る
。平

成
十
八
年
四
月
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
由
利
本
荘
市
矢
島
町
土
地
改
良
区

認
可
年
月
日
　
平
成
十
八
年
四
月
十
日

二
　
本
荘
東
由
利
土
地
改
良
区

認
可
年
月
日
　
平
成
十
八
年
四
月
十
日

三
　
由
利
本
荘
市
滝
沢
堰
土
地
改
良
区

認
可
年
月
日
　
平
成
十
八
年
四
月
十
一
日

監

査

委

員

公

告

監
査
結
果
公
告
第
８
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
2
2
年
法
律
第
6
7
号
）
第
1
9
9
条
第
７
項
の
規
定
に

よ
る
監
査
を
執
行
し
、
そ
の
結
果
を
秋
田
県
知
事
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
次

の
と
お
り
当
該
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ

た
の
で
、
同
条
第
1
2項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成
1
8年
４
月
1
8日

秋
田
県
監
査
委
員
　
冨
　
樫
　
博
　
之

秋
田
県
監
査
委
員
　
杉
　
江
　
宗
　
　

秋
田
県
監
査
委
員
　
山
　
田
　
昭
　
郎

秋
田
県
監
査
委
員
　
菊
　
地
　
康
　
男

財
―
―
―
―
―
―
9
0
5

平
成
1
8年
３
月
2
9日

秋
田
県
代
表
監
査
委
員
　
山
田
　
昭
郎
　
様

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

財
政
援
助
団
体
の
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
つ
い
て
（
通
知
）

平
成
1
8年
３
月
６
日
付
け
監
委
―
9
0
7で
通
知
の
あ
り
ま
し
た
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
、
別
紙
の
と
お
り
提
出
し
ま
す
。

別
　
紙

（
指
摘
事
項
）

１
　
未
収
金
の
整
理
に
努
め
る
こ
と
。

２
　
小
口
現
金
の
取
扱
い
に
お
い
て
、
経
理
規
程
細
則
で
定
め

て
い
る
「
小
口
現
金
出
納
帳
」
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

こ
れ
を
作
成
し
、
今
後
、
同
細
則
を
遵
守
し
た
処
理
を
行
う

こ
と
。

（
所
管
課
措
置
事
項
）

１
　
債
務
者
に
対
す
る
督
促
を
定
期
的
に
行
う
よ
う
指
導
し
ま

し
た
。
な
お
、
倒
産
に
よ
り
ど
う
し
て
も
回
収
が
困
難
と
判
断
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
貸
倒
償
却
の
会
計
処
理
も
併
せ
て

検
討
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

未
収
金
の
状
況

平
成
1
7年
９
月
3
0日
現
在
　
　
　
　
6
2
1千
円

平
成
1
8年
３
月
1
7日
現
在
　
　
　
　
4
9
4千
円

こ
の
う
ち
倒
産
等
に
よ
り
償
却
検
討
　
4
3
5千
円
(1
9件
)

引
き
続
き
督
促
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
9千
円
(1
2件
)

２
　
小
口
現
金
出
納
帳
は
、
平
成
1
6
年
度
は
作
成
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
平
成
1
7
年
度
は
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
今
後
は
責
任
者
に
よ
る
内
部
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底

等
、
経
理
体
制
の
強
化
を
行
う
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

（
指
摘
事
項
）

１
　
家
畜
導
入
事
業
等
に
係
る
未
収
金
の
回
収
に
一
層
努
め
る

こ
と
。

２
　
農
地
保
有
合
理
化
事
業
に
お
い
て
、
農
業
経
営
の
規
模
拡

大
、
農
地
の
集
団
化
等
合
理
化
を
目
的
と
し
て
、
公
社
が
離

農
す
る
農
業
者
か
ら
土
地
を
取
得
し
て
認
定
農
業
者
等
に
売

却
し
て
い
る
が
、
補
助
金
の
交
付
期
限
５
年
を
越
え
て
も
売

却
で
き
な
い
ま
ま
長
期
保
有
と
な
っ
て
い
る
農
地
が
存
在
す

る
の
で
、
補
助
金
の
有
効
活
用
上
当
該
農
地
の
売
却
を
促
進

監
査
箇
所
名

所
管
課
名

監
査
年
月
日

株
式
会
社
秋
田
県
分
析

化
学
セ
ン
タ
ー

環
境
あ
き
た

創
造
課

平
成
1
8年
２
月
２
日

監
査
箇
所
名

所
管
課
名

監
査
年
月
日

社
団
法
人
秋
田
県
農
業

公
社

農
林
政
策
課

平
成
1
8年
２
月
１
日

す
る
こ
と
。

（
所
管
課
措
置
事
項
）

１
　
未
収
金
の
回
収
に
つ
い
て

文
書
、
電
話
、
面
談
に
よ
る
督
促
や
分
割
納
入
の
協
議
等

に
よ
り
未
収
金
回
収
に
努
め
て
お
り
、
未
収
額
を
2
1
9,9
4

4,2
3
5円
（
平
成
1
8年
２
月
末
現
在
）
ま
で
圧
縮
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
家
畜
導
入
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
収
農
家
の
実
態

に
応
じ
て
、
法
的
措
置
も
含
め
専
門
家
の
力
を
借
り
な
が
ら

回
収
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
未
収
金
の
回
収
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て
ま

い
り
ま
す
。

２
　
長
期
保
有
農
地
に
つ
い
て

平
成
1
8
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で
あ
る
「
農
地
保
有
合

理
化
緊
急
売
買
促
進
事
業
」
を
活
用
す
る
な
ど
、
長
期
保
有

農
地
の
早
期
売
渡
し
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
早
期
売
渡
し
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い

り
ま
す
。○
売
渡
先
が
決
定
し
た
も
の

２
件
　
　
9
2ａ
　
　
1
5,0
1
0千
円

○
売
渡
先
が
未
定
の
も
の

３
件
　
2
1
1ａ
　
　
2
5,7
6
6千
円

（
指
摘
事
項
）

機
械
設
備
貸
与
事
業
に
係
る
未
収
金
の
回
収
に
一
層
努
め
る
こ

と
。

（
所
管
課
措
置
事
項
）

債
権
管
理
体
制
の
強
化
の
た
め
、
債
権
管
理
専
従
職
員
を
配
置

し
、
定
期
的
に
未
収
金
の
回
収
と
状
況
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、

設
備
貸
与
担
当
職
員
６
名
全
員
で
未
収
企
業
の
現
状
調
査
と
回
収

を
実
施
す
る
な
ど
、
債
権
回
収
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
未
収
債
権
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、
創
業
し
て
間
も

な
い
企
業
や
経
営
に
難
が
あ
る
企
業
を
中
心
に
、
企
業
訪
問
に
よ

る
経
営
状
況
や
貸
与
設
備
の
稼
働
状
況
等
の
把
握
を
行
い
、
経
営

指
導
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
。

監
査
箇
所
名

所
管
課
名

監
査
年
月
日

財
団
法
人
あ
き
た
企
業

活
性
化
セ
ン
タ
ー

商
工
業
振
興

課

平
成
1
8年
１
月
3
0日



平成18年 4月18日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1769号

５

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
1
8
年
１
月
末
現
在
の
未
収
額
は
3
7
1
,7
9

2
,2
0
6
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
末
残
高
の
3
9
8
,9
7
9
,9
0
5
円

と
比
較
し
て
、
2
7,1
8
7,6
9
9円
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
効
率
的
に
債
権
管
理
を
行
う
た
め
、
債
権
管

理
事
務
を
担
う
専
門
的
知
識
を
有
し
た
人
材
確
保
を
図
る
な
ど
、

未
収
金
の
回
収
に
一
層
努
め
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
指
摘
事
項
）

１
　
現
金
と
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
売
上
金
、
直
営
店
の
釣
銭

及
び
両
替
金
、
テ
ナ
ン
ト
の
両
替
金
並
び
に
小
口
現
金
に
つ

い
て
は
、
支
払
い
、
残
高
照
合
等
を
経
理
規
程
に
基
づ
い
て

適
正
に
行
う
こ
と
。

２
　
貸
借
対
照
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る
売
掛
金
、
立
替
金
、
買

掛
金
、
未
払
金
等
の
金
額
と
実
際
の
債
権
債
務
額
と
の
間
に

差
異
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
得
意
先
及
び
仕
入
先
等
の
管
理

の
徹
底
を
図
り
、
適
正
に
対
処
す
る
こ
と
。

３
　
支
払
い
事
務
に
お
い
て
、
一
部
証
拠
書
類
が
不
明
に
な
っ

て
い
た
ほ
か
、
伝
票
が
作
成
さ
れ
ず
、
経
理
責
任
者
等
の
決

裁
手
続
を
経
る
こ
と
な
く
支
払
い
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

経
理
規
程
に
基
づ
い
て
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
。

４
　
他
団
体
と
共
催
す
る
事
業
の
実
行
委
員
会
の
経
費
の
一
部

を
立
替
払
い
し
て
い
る
の
は
適
切
で
な
い
の
で
、
ふ
る
さ
と

村
の
経
理
と
は
別
個
に
執
行
す
る
こ
と
。

（
所
管
課
措
置
事
項
）

１
　
経
理
規
程
2
3
条
に
基
づ
き
、
毎
日
現
金
実
査
を
行
い
、

現
金
と
現
金
出
納
帳
を
照
合
確
認
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し

た
。

２
　
債
権
債
務
の
発
生
や
入
金
及
び
支
払
い
状
況
が
分
か
る
補

助
簿
で
得
意
先
毎
の
売
掛
金
、
買
掛
金
の
管
理
の
徹
底
を
図

る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

３
　
証
憑
資
料
の
保
存
期
間
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
経
理
規

程
に
基
づ
き
決
裁
手
続
き
を
経
て
支
払
い
が
行
わ
れ
る
よ
う

指
導
し
ま
し
た
。

４
　
他
団
体
と
共
催
す
る
事
業
の
実
行
委
員
会
の
会
計
事
務
に

つ
い
て
は
、
1
7
年
度
に
お
い
て
既
に
委
員
会
側
で
全
て
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
と
も
ふ
る
さ
と
村
の
経
理
と
は

別
個
に
執
行
す
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
指
摘
事
項
）

未
収
金
に
つ
い
て
、
平
成
1
5年
度
以
前
発
生
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
処
分
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
1
6年
度
発
生
分
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
計
画
的
回
収
に
努
め
る
こ
と
。

（
所
管
課
措
置
事
項
）

未
収
金
に
つ
い
て
担
保
処
分
等
適
切
な
処
理
及
び
計
画
的
回
収

に
努
め
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
引
き
続
き
回
収
に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま

す
。指
摘
の
未
収
金
残
高
（
平
成
1
8年
２
月
末
）

２
件
　
　
7,6
0
7,4
9
5円

（
指
摘
事
項
）

一
般
賃
貸
住
宅
管
理
事
業
等
に
係
る
未
収
金
の
回
収
に
一
層
努

め
る
こ
と
。

（
所
管
課
措
置
事
項
）

こ
れ
ま
で
も
実
施
し
て
い
た
、
文
書
、
電
話
、
自
宅
訪
問
に
よ

る
滞
納
者
本
人
へ
の
督
促
及
び
連
帯
保
証
人
へ
の
文
書
督
促
に
加

え
、
平
成
1
7
年
度
か
ら
分
割
納
付
契
約
や
法
的
措
置
に
よ
る
回

収
に
努
め
た
結
果
、
平
成
1
8
年
２
月
末
現
在
で
未
収
金
残
高
は

1
3,3
1
5,6
5
4円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
法
的
措
置
も
含
め
、
一
層
の
未
収
金
回
収
に
努
め
る
よ

う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

監
査
箇
所
名

所
管
課
名

監
査
年
月
日

株
式
会
社
秋
田
ふ
る
さ

と
村

観
光
課

平
成
1
8年
２
月
８
日

監
査
箇
所
名

所
管
課
名

監
査
年
月
日

秋
田
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
株
式
会
社

建
設
交
通
政

策
課

平
成
1
8年
２
月
７
日

監
査
箇
所
名

所
管
課
名

監
査
年
月
日

秋
田
県
住
宅
供
給
公
社

建
築
住
宅
課

平
成
1
8年
１
月
3
1日
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